
“震災から学ぶ”とは
どういうことなのか

私と震災

発　行：西宮市男女共同参画センター ウェーブ
　　　　〒663‐8204　西宮市高松町４-８ プレラにしのみや4Ｆ
　　　　TEL.0798-64-9495   FAX.0798-64-9496
　　　　http://www.nishi.or.jp/homepage/wave/
発行日：平成24（2012）年3月
イラスト：宮武小鈴

私と震災
“震災から学ぶ”とはどういうことなのか

■電話相談　0798-64-9499
　　　　　　月・木／10:00～16:00／一人40分程度
■面接相談　要予約／火・水・土／10:00～16:30／一人1回につき50分
■法律相談　要予約／第3金／14:00～17:00／一人30分
※面接・法律相談予約　0798-64-9498（月～土／9:00～17:15）

■女性のための相談室

男女共同参画に関する情報を収集し、提供しています
■貸出　月～土 10:00～17:15
　　　　図書・雑誌　5冊2週間
　　　　ビデオ・DVD　1本1週間

まずは身の安全を！
すばやく火の始末！
戸を開けて出口を確保！
火が出たらすぐ消火！
（天井に燃え移る前なら、慌てずにできる限り初期消火を）
外へ避難するときは慌てずに！
狭い路地やブロック塀には近づかない！
山崩れ、がけ崩れ、津波に注意！
（居住地の地質・地形を理解しておくことが二次災害防止には大切）
避難は徒歩で！
協力しあって応急救護！
正しい情報を入手する！
（兵庫県、西宮市、自主防災会などの情報を入手し、適確な行動を）
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■図書・資料コーナー

西宮市

災害時専用電話 Tel.0798-35-3456（災害時のみ使用）

地震災害の場合
◎靴は底の厚い、履き慣れたもの
◎軍手は綿軍手が火傷防止に有効
◎服装は長袖・長ズボン、皮膚を露出しない

※西宮市HP（西宮市防災・安全局）より抜粋

防災情報

“震災から学ぶ”とは
どういうことなのか



　1995年1月17日午前5時46分52秒、阪神・淡路大震災

が起こりました。17年前のことです。

　震源は、神戸市垂水区沖の明石海峡。地震による揺れは、

阪神間及び淡路島の一部で震度7。強力な縦揺れを伴った

地震動は、数値上でも当時最大級、10秒以上も続いた地域も

ありました。有感とされる震度1を計測したのは、東は福島

県いわき市、西は長崎県佐世保市、北は新潟県新潟市、南は

鹿児島県鹿児島市までの広範囲に渡りました。

　たくさんの時は過ぎましたが、「1.17」はさまざまな形で

“今”に留まっています。「3.11」を経ることでしか振り

返れなかった「私たち一人ひとりの1.17」を改めてみつめる

ことで、災害と復興を考える一助にしたいと、この冊子を

編みました。
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暗い密封状態が怖かったので、大好
きな映画に長い間行けなかった。思い
きって映画館に入れたときは何かから
解放された気がした。観た作品は忘れ
たが、緊張しながら壁は落ちてこない
かと建物の中をチェックしたことは覚
えている。大阪に行き、トイレの水が
ジャッと流れたことが一番の感動だっ
た。まだ水が復旧していなかったので、
洗面器にラップ、その上に新聞紙を引
き、用を足しビニール袋に入れて捨て
ていた。ゴミの収集も来ないのに、寒
い季節だからできたことだ。

17年経った今もクレーン車を見ると
怖い。瓦礫をつかむ巨大な蟹の爪のよ
うなスコップが日常生活を丸裸にして
つぶしていった。「ああ、生活が壊れた
んだ」という思いが蘇る。

トイレの水が流せた、洗濯機が回せ
た、お風呂に入れたと、一歩ずつ日常
が戻ってきたが、身近に亡くなった人
がいると難しいと思う。声をかけるこ
ともできず、心の中で手を合わせるこ
としかできないけれど…。もっともっ
と大変な人がいるのに、私が話すのは
申し訳ないという気がする。でも、話
せる人が伝えていかないと、とも思う。

 

職場に連絡していなかったから、上

司が家を訪ねて、鍵のかかっていない
玄関を開けて「靴がないから疎開してい
るんだ」と安心したと後から聞いた。心
配してくれる人がいるというのは、と
ても嬉しいことだった。

両親と一緒に親戚の家に身を寄せた
が、ギクシャクするようになった。職
場の上司が身を寄せた親戚の家で、醤
油の銘柄で喧嘩になったと話していた。
別の上司も、夫婦で身を寄せている娘
が、母親をこき使うので腹立たしいと
言っていた。同じような TV ドラマも
あって、単に生活習慣のちがいが原因
だろうけれど、みんな同じような経験
をしていると思った。近くに転居し、
時間とともに元の関係に戻ることはで
きたけれど。

疎開先から職場まで電車とバスを乗
り継いで片道2時間。通勤は親戚の家か
ら出られるので気分転換になった。三
宮の瓦礫の中、100～200人がバス
を待っていた。一度に乗れる人数は限
られているから、みんながずっと待っ
ている。寒空の下のバス停はなんとな
く一体感があって、途中に通る普通の
生活のある梅田より居心地が良かった。

同じ経験をしている人が集まる安
心感が力になったのだと思う。

仕事帰り、バスから電車に乗り
継ぐ道にある旅館から、石鹸の匂いがし
てきた。今お風呂に入っている人がいる
という羨ましい気持ちと同時に、さりげ

瓦礫の中、大阪の親戚が自転車
で駆け付けてくれた

（H･N）

半日、物に埋もれ、大きな声で呼ん
で息子に助け出してもらった。家具が
飛び回り、本が凶器になり、ドアは全
部開かなくなった。火事の臭い、こぼ
れ出したお酒の臭い、埃っぽい臭いが
印象に残っている。ヘリコプターや救
急車の音が耳について「来てほしくな
い」という気持ちになった。非日常の音
が続くほど不安定になった。TVで情報
は流しているけれど、自分に必要な情
報はなく、現場の感覚とずれていた。
若者のグループは、高層階に住む高

齢者をリストアップし、水汲み班、水
運び班をつくり、水を届けていた。高
校生だった娘と息子もよく働いた。
東京に単身赴任していた夫に、家族

の命はあると知らせることはできたが、
その電話も途中で切れてしまった。すぐ
に新大阪から歩いてでも帰って来てくれ
ると思ったが、帰って来たのは1週間後
だった。それも「帰ったほうがいいので
は」と部下に促されて。夫は、むしろ連
絡がないことを怒っていた。立場のちが
いで温度差があった。帰って来たものの
地元ではすることがないので、2、3日
して赴任先に戻った。「たまたまいなかっ
ただけ」と思うことにしたが、震災離婚
する人の気持ちがわかった。

日常を取り戻す鍵は、「仕事」と「人間
関係」だった。仕事があることの経済的
な安心感は大きかった。何人かの女性
の相談にのったけれど、経済力がない
と人生の選択肢を狭めると震災を通し
てもつくづく感じた。
心配してくれる人の存在も身に染み

た。茹でたほうれん草を送ってくれた
人もいた。それを近所の人と分けたら
本当に喜んでくれた。遠方に住む友人
の妻は一度会っただけなのに花を持っ
て来てくれた。花はどれほど嬉しかっ
たことか。彼女はその後すぐ大病がわ
かり闘病の末に亡くなったので、一期
一会を思わずにはいられなかった。
たくさんの人が亡くなり、町のあち

こちにいろんな無念さがあるような気
がする。何人かの人に、故人を偲ぶ冊
子をいただいた。娘さんを亡くした知
り合いは、癌がみつかったが、生きる
気力がないと一切の治療をしなかった。
娘さんが生きていたら、ちがう選択を
したのではと思う。
住んでいたマンションの修繕にはお

金も時間もエネルギーもかかった。一軒
ずつ「話し合いましょう」と訪ねた。協力
しないと生活も財産も守れない。毎週の
ように会議をもったが、部屋によって被
災の度合いがちがうし、疎開して不在の
人もおり、会議が成立する4分の3の人
数を揃えることが一番大変だった。合意
に８ヵ月、修繕に１年以上かかった。

片付けながら、この「助け合う気
持ちと孤独な感覚」は自分にしか
わからないだろうと感じた

（柴原祐子）
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いる。おやつはちょっと多めに作って
人にあげる。甘いものは和んだり、笑
顔になれると思うから。震災後、無事
を確認し合った先輩と「生きている間に
100回会おうね」と約束した。親しい人
には「大切に思っている」とちゃんと伝
え、会いたい人にはすぐ会うようにし
ている。「いつか…」はないかもしれな
いから。
3.11の揺れにとても動揺した。まだ

被災地には行けそうにない。今、自分
にできることを考えたら自分の周りの
人を大事にすることだった。
17年前のこと。妹と一緒に暮らして

いた部屋はお皿が割れたくらいだった
が、前の家は全部つぶれて靄がかかっ
ているようだった。現実味のない、妙
な静けさ。血の気が引き、イヤな汗が
出て、顔を何度も叩いてみた。電気は
昼前にはついたので TVをつけたら、す
ごいことになっている神戸が映ってい
た。電話口で母が泣いていた理由がやっ
とわかった。家がつぶれた人もいると
思うと、煌々と明かりはつけられず、
しばらく夜も豆球で過ごした。
当日は自分のことで精一杯だった。

近所でガス漏れが発生してインフルエ
ンザの妹を抱えて避難しなければなら
ないかもしれなかった。夜は一睡もで
きず、翌日はだるくて手足が痺れていた。
当時、保健師だった。職場には翌々日、

自転車で出勤した。たくさんの方が避

難されていると思っていた室内や廊下
には、毛布に包まれたご遺体が横たわっ
ていた。「大丈夫かな」という気持ちに
なったが、最初に拭いたお顔が穏やか
な表情だったので、仕事を始めること
ができたと思う。
しかし、労働環境は酷かった。行き

道もわからないまま、瓦礫の中、マス
クを真っ黒にしながらバイクで走った。
被災地に行ける状況は個人が整え、職
種によっては夜勤が続いた。他区との
調整はなく、組織として機能していな
かった。片道4時間以上かけて通勤して
いた人もいたが、「被災した支援者」へ
の個人的な状況についての配慮も支援
の仕組もほとんどないままだった。
自分の痛みは閉じ込めたまま、避難

所や仮設住宅を回るのはきつかった。
からだの緊張がとれないまま、いつも
憤っていたように思う。普段とはちが
う自分だったのだろう。被災した支援
者は、自分のことは後回しにしなけれ
ばならず、皆同様に疲労困憊していた。
そんな中、体育館に避難していた友

だちが家に来て、数日間、合宿所のよ
うになった。ぐちゃぐちゃな部屋の炬
燵に入り、カセットコンロで鍋をした。
やっと笑うことができた。友だちの存
在はありがたかった。
数年経ち、職場の人と震災の話

をしたら、取るものも取らずに駆
けつけて、何日間も帰らずに働い

ない日常への憧れが湧き上がってきた。
お風呂は幸せの尺度だった。

独身で、高齢の両親と暮らしていた
ので、何事も私が決めなくてはならず
精神的な重圧を感じていたし、将来が
不安だった。夫がいたら相談できるの
かなと思い、友人の紹介で知り合った
人と結婚を決めた。夫にいろいろ相談
することで、嫌いだった親とも普通の
関係になれたのは、震災がきっかけだ
と思う。大きな転機でした。

ベビーブームで幼稚園が足りなかった。
出産をはさんで約10年間、2人の子ど
もは自主保育をした。10～20人の就
学前の子どもを週に4日間、母親が交代
でみる。何でも手作り、毎日が遠足の
ようだった。親同士のつながりは続い
ていて、心配していろいろな物を送っ
てくれた。気づかってくれる友人がい
ることはありがたかった。

住んでいた社宅は一部損壊で済んだ
が、周りには全壊の家がたくさんあっ
た。そんな中でも夫は一日も休まず出
勤、特別な休みもなかった。バスも電
車も動いておらず、どうやって出勤し
たのか、まったく記憶がない。男はど
んなときも企業戦士なんだと思う。社
宅ではみんな同様だった。

家の中を何日かかってどう片付けた
のか、子どもの中学校はいつまで休み
だったのか、大学生の娘はどうしてい
たのか、一切記憶がない。震災から4年
後の引っ越しで捨てた洋服ダンスが背
中をかすめた感触が恐ろしかったこと
は覚えているけれど、ほかの記憶は薄
れている。忘れるからやっていけてい
るのかも知れない。

 

あれから歩きやすい靴とリュックに
して、少しの食べ物と水を持ち歩いて

その日の夜は、家族4人スーパー
の駐車場に停めた車の中で過ごした。
電気はすぐに復旧したが、蛇口をひ
ねっても水が出ないのは本当に不便
だった。備蓄した食糧があるとはい
え、おにぎりと缶詰が続くのは辛い。
温かい物が欲しくなるから、炊き出
しは必要だと思った。

水がいつ出たのか忘れてしまった
が出るまでの間、園田の実家にお風

呂や調理に通った。西宮に住ん
で7年、学校の役員をしたり、
地域とのかかわりがあったか

ら、家で調理ができるようになって
からは避難所の知り合いに料理を差
し入れたりもした。

30年前、転勤先の東京では第二次

飛び起きた私の背中を洋服ダン
スがかすめた

（原田圭子）

最初の仕事はご遺体のお顔を拭
くことだった

（上山幸恵）
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しいと言われた。「コンビニには人が溢
れて商品がない、水を汲みに行く…」そ
んな話をしたが、関心が高く身を乗り
出して聞いていた。御見舞金をもらっ
たこと、前泊したホテルで震災後初め
てお風呂に入れたこと、水のペットボ
トルをリュックに詰め込んで帰ったこ

4万部が売れた。次に出した本も5万
部が売れ増刷、東京にも会社をもった。
自分のためにがんばったが、仕事がう
まくいきすぎたと感じている。それま
ではビジネス書を書いていたが売れる
のは5000部程度。震災がなければそ
の本を書いていなかったと思う。

2011年3月11日、一年前から準備
して新しい本を書き始めた日だった。
事務所で TVをつけて、東日本大震災を
知った。急きょ内容を一部変更して「企
業の社会的責任」を中心に書いた。書き
終わったとき、世のため人のためにな
るようなリーダーを育てたいと思った。
会社も NPOも社会の公器だということ
がわかるリーダーを育てよう、と。そ
れが自分にできる社会貢献。現在、志
のある人と組織化しているところだ。

 

突然の縦揺れで目が覚め、長く止ま
ない横揺れに、4階建てハイツは倒壊す
ると感じ「死ぬ」と思った。必ず来る余
震で建物が崩れると思い、屋外に出た
かったが、外は真っ暗。暗闇に目を慣
らそうと閉じたり開けたり、何回繰り
返してもまったく見えなかった。しば
らくすると、火災の煙だけが窓から見

とを覚えている。
家族はライフラインが復旧する

まで加古川の実家に避難していた。
立ち上がるきっかけになったの

は、「私は力だ。力の結晶だ。何ものに
も打ち克つ力の結晶だ。…」という言葉
だった。荒廃した町を歩きながら、無
意識のうちに小声で繰り返し唱えてい
た。かつて社員研修で使っていただけ
の、普段は浮かんでこない言葉が口を

ついて出て、こころの支えになっ
た。この言葉なしには力が湧かな
かった私は、この言葉を軸にした
本を出そうと考えた。当時39歳、
経営コンサルタントとして独立し
て1年半。震災で阪神間の仕事はほ
ぼ無くなっていた。

電気はついたので、リビングに空間
を確保して3ヵ月間、閉じこもって本を
書いた。事務所や家の片付けにエネル

ギーを使いたくなかったので後回
して、とにかく本を書きあげるこ
とに集中した。

9月に出版し、10月に印税が振
り込まれるまで収入は途絶えたが、

「いつまでも辛いことを言ってな
いで、前向きになれ」と言う人も
いるが、いつまでも悼んでいい
じゃないか

（K・Y）

た人は「当然」と思っていた。一方、駆
けつけなかった人は一様に罪悪感を抱
いていた。小さい子がいたり、家が壊
れていたり、自分自身を守らなければ
ならない状況だったのはわかっていて
も。

しばらく震災のことは話せなかった。
震災特集の TV 番組もこころが波打っ
て見ることができない。当時の記憶も
所々抜け落ちている。こころが壊れて
しまわないように、からだが守ってく
れているのだと思う。

医療チームの人がこっそりくれた
チョコレート、その包みがキラキラ眩
しかったこと。「こんな中でも笑顔です
ね」応援スタッフの言葉。車でたっぷり
水を運んでくれたり、「心配してるよ」

「送り迎えするからお風呂に入りにおい
で」と支えてくれた先輩や友だち。懐か
しい人たちとの再会。遅くまで開けて
くれたスーパー、野菜を充実させてい
たコンビニ、素早くバイクを手配して
くれたバイク屋さん。長時間バスに乗っ
てお赤飯とレタスを持って来てくれた
母。今は暖かいものだけ、思い出せる。

 

地の底から湧き上がるような轟音が
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倒れるのは見えているがその音は不思
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ていた家があった。
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経済的な基盤を立て直すために
仕事を最優先にしたので、世の
中のために働けなかったことに
負い目がある

（池田光）
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割れ残ったガラスのコップを平気で
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「“震災から学ぶ”とはどういうことなのか
阪神・淡路大震災と私Ⅰ．Ⅱ」（2011年10月
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日常では不都合を感じない世帯主制度が
いざというときに矛盾を起こす

■被災者の運動からできた「被災
者生活再建支援法」
阪神・淡路大震災当時、被災した人の

救出や避難所・仮設住宅などを設置する
「災害救助法」しかなく、生活基盤回復を
支援する法律はありませんでした。当初、
支援物資を配るなど活動しましたが、家
屋倒壊などマイナス状態の生活を立て直
すにはひとつの自治体では解決できな
い、国がすべきだと思いました。しかし、住
宅は個人の資産、国が支援するのは資本
主義の原則に反す、という論理が政府に
も政治家にも強固にありました。
直接訴えなければと、仮設住宅の人た

ちに呼びかけて国会に一緒に通いました。
再びこのようなことがあってはならない
と「被災者支援法案」をつくって、3年半後
に被災者生活再建支援法が実現しまし
た。でも、所得制限も支援金額も低く、半
壊世帯は対象外など問題が残りました。
その後も支援法の拡充を訴えて幾度も見
直されましたが、課題はまだあります。
当時、支援法成立を歓迎しつつ、最もシ

ョックだったのは、阪神・淡路大震災の被
災者には遡及適用*されず、行政措置とし
て同等の適用がされたことでした。

中島絢子（「公的援助法」実現ネットワーク被災者支援センター）

■非常事態時には家族構成は流
動的になる
行政措置として兵庫県で実施された

「被災者自立支援金制度」には、「被災時の
世帯主に支給する」という女性に不利な
要件がつけられました。被災者救済の制
度なのに、世帯主でない人は支援されな
いのです。私たちが開いた相談会には多
くの相談が寄せられて、女性差別の実態
が浮かび上がってきました。震災という危
機状態下で家族構成は変化します。まし
て被災から３年半も経っています。震災離
婚した女性は、「被災時世帯主」でないか
ら支援されない。被災時に父親が世帯主
だったため家計を実質支えていた娘も支
援されない。母親と二人暮らしだった女性
は、世帯主の母親が亡くなり家は全焼した
のに対象にならなかった。
「世帯主被災要件を外す」申し入れをし
たけれど、聞き入れてもらえなかった。そ
んなとき、「理不尽だ。裁判してでも問いた
い」という女性が現れ、私たちは支援しま
した。「資産のある男性と結婚したらいい」
と言うような被告側弁護士の女性蔑視の
考えに抗して、一審二審とも「公序良俗に
反する」と勝訴しました。

■「世帯主」に性別規定はないが
いろいろな被災地を訪ねました。2004

年の新潟中越地震で出会った中国人女性
は避難所から働きに出ている間に、日本
人の夫と義母に置き去りにされた。彼女も
世帯主ではないので支援されなかった。
災害弔慰金法でも、世帯主が死亡の場

合500万円支給、世帯主以外は半額です。
「世帯主」は、住民基本台帳法にある用
語で「男性」と定めてあるわけではありま
せん。住民基本台帳、国民健康保険法、国
民年金法などでは、世帯主に届け出や管
理義務を課しています。まるで「世帯主」
は、世帯の主（あるじ）であり、世帯の監督
者であるといわんばかりです。しかも夫婦
世帯の99％は世帯主＝夫という現状な
ので、一家の主（あるじ）は男性という枠組
みができてしまっている。
夫婦が本質的に平等であると憲法24

条にあります。世帯を代表する者が必要
なら、住民票の一番目に記載した者とでも
すればいいのではありませんか。
あいにく現状は男性優位社会、意思決

定機関に「女性が不利とはどういうことな
のか」わかる人は極少数です。女性管理職
も少ない。しかし住民基本台帳の「長女、
長男」などが「子」に変更されたのは、女性
たちが改めるように求めたからです。私た
ち被災者が法案提起して国会を動かした
ように、法制度をつくりだすことも可能な
のです。

■すべてのことはつながっている
男性優位社会とはいうものの、男性も

苦闘しているのではないでしょうか。震災
時の孤独死、アルコール依存症は圧倒的
に男性でした。14年連続する3万人を超
える自殺者の多くは男性です。
震災時まで神戸市内では男子中学生の

丸刈りを強制していました。頭髪検査で伸
びていると刈られた。教室に入れてもらえ
なかった。「嫌なルールに従うことで我慢
を覚える」と、たかが髪型に躍起になって
強制する教育風土でした。「男は強く、忍耐
だ」と、偏頗な男性観が注入されることに
納得できず声をあげました。義務教育に
限らず社会にある男性像の呪縛、その期
待に添えないときの男性の自己否定や絶
望の深さを思います。
東日本大震災の津波被害の現場に立

ち、原発避難者の方々と出会い、私たちに
できる支援をしています。原発の安全神話
には違和感をもっていましたが、深く考え
て積極的に行動してこなかった。3.11後、
福島を訪れて、東京圏へのエネルギー供給
地としての福島を少し理解しました。福井
周辺の原発と関西圏の関係も同じです。巨
大地震や津波で、生命も家屋も町もすべて
が失われるだけでなく、原発も広範で深刻
な被害をもたらします。エネルギー政策は
根底から制度設計を吟味しなくてはなら
ないと思います。被災地の方々とつながる
なかで、考えていきたいと思っています。

※遡及適用：新しい法令を制定し、あるいは既存の法令を改廃する場合、施行前の行為に対してさかのぼって
新法令を適用しないこと。（参議員法制局HPから抜粋）
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震災から学ぶとはどういうことなのか

1995年の阪神・淡路大震災以降、
こころの傷やストレスといった、災害
がもたらす「目に見えない被害」に対
して社会的な関心が向けられるよう
になりました。東日本大震災が起こっ
てからも、PTSD（心的外傷後ストレ
ス障害）やうつ病にかかる人をひとり
でも減らそうと、こころのケアの必要
性が叫ばれています。それは私たちが
過去の災害から学んだことのひとつ
です。
しかしこころの傷を恐れすぎたり、

こころのケアを大げさに考えすぎた
りすることには、弊害もあります。こ
ころには傷から回復する力もあるから
です。いじりすぎると治りにくくなる
のは、からだの傷と同じこと。傷だけ
に注目するのではなく、その人の生活
全体を安心できるものにしていくこと
が、傷の回復のためにまず必要なこと
です。安心できる生活を取り戻すため
の取り組みのなかで、災害によって歩
みを止めてしまった人生の時間は、少
しずつ前に進み始めます。

アントノフスキーというアメリカの
医療人類学者が、ナチスの強制収容
所から生還したユダヤ人女性の健康
状態について調査をしました。死と
隣りあわせの極めて過酷な状況にあ
りながら良好な健康状態を保ってい
た人たちには、次のような共通する3
つの要素があったといいます。①現
実世界、あるいは自分のこころのな
かで起こることを、「理解できるも
の」と捉えていること　②困難なこ
とが起こったとしても、それに対処す
る方法があると感じていること　③
人生には意味があると感じているこ
と、あるいは出来事に意味を見出そ
うと努めていること。
これらは、起こった出来事を大き

な流れのなかでとらえ、苦しみと絶望
の淵にあっても、そこからなにかを学
ぼうとする姿勢です。なにを学ぶかで
はなく、なにかを学ぼうとするこころ
の持ち方そのものが、混沌とした現
実に秩序を与え、人生の連続性を回
復させる助けになるのでしょう。

明石加代（兵庫県こころのケアセンター主任研究員・臨床心理士）
災害や大事故に遭遇した人々に対して、トラウマが与える影響と対応策に
ついて研究している。「サイコロジカル・ファーストエイド実施の手引第2版」
の日本語版作成に携わった。
センター附属相談室では、犯罪やＤＶ被害者などのカウンセリングを担当、
また芦屋市内にて「かささぎ心理相談室」を運営し、子どもから大人まで幅
広く相談を受けている。

「学ぶ」という言葉は、賢くなる、
強くなるというようなポジティブな結
果をもたらすものととらえられがち
ですが、あまり前向きにとらえすぎな
いことも大切だと思います。「がんば
る」「のりこえる」といった明るく聞こ
えのいい言葉は、苦しみのさなかに
あるときにはまぶしすぎて、目を背け
たくなることがあるからです。
阪神･淡路大震災後の神戸でこころ

のケアの指揮をとった安克昌医師は、
こころのケアの意義について、「回復
に向けて懸命に生きる人を、敬意をも
って受け入れる社会を作ることも〈心
のケア〉の重大な意義ではないかと
私は思う」と述べています。一日も早

い復興を願うあまり―あるいはな
かなか回復できない人々を見続ける
ことの苦しさや罪悪感から―周辺
社会は、次第に被災者の現実から目
を背けるようになります。生活再建や
健康の回復が遅れていく被災者にと
って、社会が災害を忘れていくことは
なにより大きな苦しみとなります。
「回復に向けて懸命に生きる人」

への敬意を保ち続けることができる
かどうか、いま私たちは試されていま
す。それは、回復や復興といった明る
い結果だけではなく、そのプロセスに
あるもがき苦しみに対しても思いを
寄せ続け、ともに学び続けることなの
ではないでしょうか。

※アーロン・アントノフスキー『健康の謎を解く』山崎喜比古, 吉井清子監訳，
　有信堂高文社，2001
※安克昌『心の傷を癒すということ―神戸…365日』作品社，1996
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私と震災
“震災から学ぶ”とはどういうことなのか

■電話相談　0798-64-9499
　　　　　　月・木／10:00～16:00／一人40分程度
■面接相談　要予約／火・水・土／10:00～16:30／一人1回につき50分
■法律相談　要予約／第3金／14:00～17:00／一人30分
※面接・法律相談予約　0798-64-9498（月～土／9:00～17:15）

■女性のための相談室

男女共同参画に関する情報を収集し、提供しています
■貸出　月～土 10:00～17:15
　　　　図書・雑誌　5冊2週間
　　　　ビデオ・DVD　1本1週間

まずは身の安全を！
すばやく火の始末！
戸を開けて出口を確保！
火が出たらすぐ消火！
（天井に燃え移る前なら、慌てずにできる限り初期消火を）
外へ避難するときは慌てずに！
狭い路地やブロック塀には近づかない！
山崩れ、がけ崩れ、津波に注意！
（居住地の地質・地形を理解しておくことが二次災害防止には大切）
避難は徒歩で！
協力しあって応急救護！
正しい情報を入手する！
（兵庫県、西宮市、自主防災会などの情報を入手し、適確な行動を）

１.
２.
３.
４.

５.
６.
７.

８.
９.
10.

■図書・資料コーナー

西宮市

災害時専用電話 Tel.0798-35-3456（災害時のみ使用）

地震災害の場合
◎靴は底の厚い、履き慣れたもの
◎軍手は綿軍手が火傷防止に有効
◎服装は長袖・長ズボン、皮膚を露出しない

※西宮市HP（西宮市防災・安全局）より抜粋

防災情報

“震災から学ぶ”とは
どういうことなのか


